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｛被告貧富事｝
.告裁量制E平感20年3}129自に穏健パックチェックの中間報告に関する打
合せに出席したととの限度で誕めるが．当量産打合せが『中鎗持地震対応打ち合わ
せ』であったこと．当飯主T合せにおいて丙88の賞斜の肉容の静剤障についての報
告や了承がなされたととは否認する．

-......................................吋日昨日日叫・日目白...・....昨日目・・........-...... -......・H・....圃H・・...._ ......................... . 

f被告担割事ち17名〉
不知ないし否IIずる．

｛補助参加入｝
被告震藤の欝明内容については，櫨助参加入によるll否の限りではない．

被告武藤は，福島県生活環境音11:llに対し， 『津漉O')野価については磁震
aol H20. a iパックチェッタ最終報告にて報告する．最舗の知見を踏まえて安全性の評価

をfrう.Jと敵萌した｛甲75・6頁｝ー
一一……一一…一一一一一一一一一…...・H・－

｛被告民麗｝
被告蔵量踊t繍島操生活環境郡長に対しa要旨，原告ら主•. の鋭明を行ったこ
とは.める．

’ー

1東京電力は，保安院に対し，減量バッタチェックに関して．代表プラント
31 l B!O. S 1で串る本件発電所E毎橡及び福島第二原子力発篭所4号機の中関報告を提出i認める． I繍種R6～7頁］

した〈寧29・458真〉．

東京電力は.J匝毎健常との閉で．本件発電粛に到来する日本海溝寄りの怨
32 I H20. 4. 18 1定樟波についての打ち合わせを行い，本件発電所に到来する棒波が最大0.

P.+15.7mとなる前偲試算結果由噸討された｛丙85) • 

平成20年4Jll8日に，東京電力の土木グJI,-ープが，.慣霞計から罰85を
受領したことは臨め，その余もま否露する． 【槍稽R3頁．積箪⑮2民檎噂⑮5・
～6頁1

33 H20. 6 

341 HZO. 1 

35 BZO. 8 

36 820. 8 

｛檎助参加入｝
平成20年6月に．土木グループや被告斌織が街路する会織が符われー静電合繊
Jにおいて明治三雄獄鮫算の鎗祭儀望脚型車修されたとと．その自告書も (J)4m傍＼の

土木グループ肱．被告武藤にま量レ．長網野債を用いた，明治三接待ft鍵の濁』巳J聞きを低減する方法．＠神に助法獲を設置するために必要と怠る書HJ＇笥．③
棒読被.毛デ）Irを福島県神様溝治いに震定した場合の樟波水位の盛大値が書E1・.の対療について検討することとなったζとは認め．その•jfは否認する．
線南穏においてO.P.+15. 7mとなる掴漢精巣を報告した． I 
E略せて，土木グJl,ープは，被告貴顕に対し，原子炉建屋等を事事法から守るf…・……町一一四…H ・H ・－一一一一…ー 捗

たii!>に験地上に防潮堤を放置する場舎には， O. P. +lOm以上の敷飽上I＜·被告民•＞
に鈎10mの防漸績をIt置する必要があることなどをZ証明した． I 畿管武蔵古t平成20年6Jiの会騰において，土木グ）I,-プから長期野舗の見。冨

S宣告民•1丸①非用海水ポンプが俊宣されている4m重量への樟訟の週土 t蜘Ji＇び明治三雄総獄事事的緒豊島の縫製について報告を曇砂たとと，開会館において a
粛を低減する方： Cl)沖合前波壊援Eのための欝混乱及び＠副院患の対策にト被告践織が土＊グループt；：：対し，篠離鎗鈎機能野信手法について緯鰻な灘署障を符
ついて．検討を指示した｛甲75・6J{，甲92・l1頁〉． lうζとを指示するとともに...考のため， 004m盤への漫土議さを低歯車する方

It藍，＠仲に防技場をlit置するために必要と4.るIf-認可，電瀦獲の対策についての
l検討を符うことを指示したことの限度で蕗め，その余は否憶する． 【被担E①37～3 9頁，被榎（%）9～12寅，被告E③10～13頁1

被告武•1-i. 土木関釜タループに錯し，上記方厳について．樟波野値.会・一 ー
の委員や保安院のWG喬員の理解を軍事るととなとを指示した． !JC, l歯車⑮11～f3J電，機種R6～9JU
その結果．耐震バッタチェックの掻続報告をする予定であった平成21年ー
6}1の1明日は延期されるとととなった｛事76・8買，甲92・1lJ{) • 一一一一........＿＿…－－一－…............，.，・H ・“一一一..........,. ..一一................・・M酌．“一一一－…・叫

原子力安全蓮援機械は， f炉i,i)稽E睦に関する報告書』において，湾設の・IH
’Fで冷却水周の海水ポンプが識偏した場合，最終的な鍋の遂がし場を確標すi原子力安全基盤援績が f地震に係る議事治的安全評価手法の改良＝BWRの事
る海水冷却系が機儀費失し，炉£、損傷に至る可能性があるとと，穂波の.響I被告〆ーケンスの蹴際紛＝J 伸 20）を公表したことは髭ii!>.その余は否認す
で金交涜電源地失した犠舎には杭唾闘に至るとと，その場合．蒸気駆動lる． u輩格答12～1311(，榊①21翼，榊R28頁．榊R34～35
m炉£嘘水ポシプの遺伝蝋御用機曇へ給電するバッテlJ←への充電を行うたi東1
めの電源復胆等が必要となることなEを指摘した｛甲20) • 

東京•.• カは．東電股量すに対し， E’鎗沖地震〈延室5年｛167 7年｝発
却が領島県枠で起きた嶺合の津波の高さも問獲に館第させた童書県本件発
電所の象地葡郁でO.P.+13.6mとの鼠算結果を得た〈原15，甲7
5・6～7頁，甲92・l2頁｝．

5 

東京憶力の担当部暑が，延裳房a神地震を嘗考に，房総狩の紙風モデル（抜漉
モデル〉を仮想的に舗島県神事糟沿い領域Eと適mした場舎の樟量生の高さについ・て
の針算を東電設針に委挺して行ったととろ，鼠行的な針算の岐を出ないものであ
るが，甲15』，：：：e験された賦算結果が得られたととは認める． 【被槍客11貰，
械l(&(i)1 7～18貫．鎗事R17～19貰，捕事⑧10頁1



‘ 

耐震パvタチェッタ観現金体件発健所｝｛出席：被告小劇が間信され

た・r機敏情報J' 峰雄後回収』とされた悶灘明会の資料には．最大o.

． 

P.÷1 5”7mとなる鼠算結果のほか，次のような記述があり，推進本樟
の知見に.づ〈津波対策曲噌討されたととは明ちかである｛丙90の1・ i捻路め，その余は否尽する． I嫌tf@t3～14寅．積場＠4東3

3711120.. 9.10 J2) • 
治震及ぴ－－波に闘する学織緩段唱Eのζれまでの見解及ぴ猿進本自Eの知見ト...........”．．． 
を完金に否定するζとが覇Eしいζとを考:Itすると．現総より大きな樟波高を
卸値せざるを得ないと想定され，担事故対策は不可量産．
束通申積書では，推進本穆の知見《三陸持から房総神の領域内でどとで
も発生〉を参織し．三陸神に地震を想定．

31 I H!O. 10 1.：費量e宮税調書手~tti暴露t持管官官？った，芝！震Si語践：：：m：芸能＝－i巴t~：'1鯉踏ま

391 阻止10

40 I 11211. 11 

東京電力は，佐官健語教授らによる貞領事事被の波趣モデルに関する富島文案l東京電力の担当億暑が佐竹健治教授らによる磁文『石巻・仙台平曹における8
4佐竹億二・行谷佑ー・山木滋『石巻・仙台平野におItる869年貞懐樟設 169.￥貞楓津波のti車シミzレーション』の案文を入手したことは包めるL 被
の数億シミュレーションi・以下『帥菌防という．｝を入手した押iI繍答12頁，相附20夏．被輔20～21頁，槍箪R9～11頁，繍輔1
5，甲52，事75・7頁， 1!'192・12頁＞ . Io頁1

東京‘カの土木綱査グループは，貞鰐勉震についても．弱震パックチェッi東京電力の担当穆暑が．佐竹槍文で朱猿定ながら示されていた複歎の波歯車モデ
タ同期り入れず，土木学会の検討に接ねる方針を採用した， J同東聞いた蜘蜘冊、これにより，断的な仰の壌を砲ないものであ
その後，瓢電力の土木調査均一ブt.t.京電掛から．鯛械の蹴iるが．申15に掛された総計算鎗脚桝れたことは混乱そ嶋崎酎
'E::rJJ,酬いた糊械の紘鱒来事宝．本件発電所でO.P.+8.7m～ ｜る. ［警答12頁a榊 <1)20頁，捕特22～23頁．補鞠24～259: 2mとたるとの結果を得た押92・12貰〉． l見補甲,119～10貰】

東京電力はs 本件発量lffiの耐鍵バヲクチェックの最終報告を平底21年6I 認める． 【梼準c7頁．繍鏑＠11～13頁，繍噂R6～日東1
-41 l HZO. 12. B I ,ijから延期することを宛表した｛丙99} • 

z炉締沖地震対応狩ち合わせが開催され｛出席者t被告跨低間清水，阿武
隈．開放．間続勝，同商事E，関d渇紛，次fl)ようなやり敦りがされた t丙B
自の1・2)• 

という袋は:JP.せな狩ればならないのではないかー 1との箆織があるとと．関灯台
せで丙S舎のZ俗資事専が務殺されたこと．荷量曹の2の資事専の6JlにE1蔵された
謙司） f：錦織舗絡事象舗法） Jの績の待外丸 rn癌ありj • f磁せf.t¥.lJ• 
f融自きれている｝ Jとの書き込みがあるととは認め．その余は否認する．
it強寧＠ll拍 13貰，鎗惣＠3～4J置．様婚⑮10～14頁3
……一一・－－・H ・......・H ・－一一……一一一一一一

〈後告書tllJi；び飼靖＊〉
被告跨後:Zt!ftllli機水が平成21年21!118に符われた中越持地震対応fI合せ
包磁廊したこと， F寄皐曹の1の務合唱fメモに原告らが事lfflずる絡事l（ただし，宛
l1t者の役破婚はJ
18 9の2の糞将軍
iな弘被告膨4
i自首喪による，！'l'I
2虫lttb句噌温皆様’16!1 J 

・ 原子力股信審理観長が， 『土木学会務舗でかさ上げが必要となるのは，
lF 5 告のRHRSポンプのみであるが．土木学会評価手法の使い方を良い・一一一…..................・P ・－－－
〈考え：て競明しな貯ればならない．もっと大きな14m程度の薄波が〈る可
槍性があるという人もいて，前援条件となる型軽波をどう考えるかそこから盤
現ずる必要がある.jと発言したため，被告武黒：bf『女Jllや東割副主Eうなっ

-42 I HZI. 2. 11 1ているのか．』と質問したととろ． f当社と東海の問題になっている．』と
の回答がされた．
｛霞布された資料cr毎島サイト耐震安全性野偏に関する状混』 【丙8

9の2)) 1；：：は． 『地震E量停事象。制船 Jの部分について． 『問題あ
りJ• f出せないJ• r （：注罰されている〉』と書き込みがあるととか
ら，i津波立ついてその旨磁議されたととが蕗められる．
J被告清水は， fパヲクチェックと量百貨強化工事を平行でや3ているとも
う褒隠見せなければならないのではないか.Jと発嘗した．

畠
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t後世E武船
平成Zl年21'11 Blこ中線神t庫銀対~ff合せ描鴨擁されたこと，鏡台銭車置が
償却臨したこと．開釘制措J::;おいてj
明器容をしたζと．情事I合ぜの車E事1
幌旋；で··~~が. Ill釘合せにおいてa
，告らが議獲するような鍋植が窓れた
て． r女＇Illや3臨海鼠l;~なコている1
.• l ' fJ't，~タチェγタと綴量産強制E
ればならないのではないか．』との、

E躍にはとれらの鰐曾を焼いた具体的な館総曲砲ないため不知．
一…一・……・・…一一日一一一一…一一一一一－－－…叫刊叫刊日・ー

4被告小議事
平成21•2n11 日に中総沖地儀対応n合せが!IHI量されたこと事被告小絡が，
鱒打合せにE臨席したとと．構釘合せの寝布資艇に調書902の量E併が含まれてい
たととの糠艇で包めるが，側釘合せにおいてa F軍事暑の2の嫌締への寄金込書匹に
演し，.告らが浅草置するような隊総需草されたとの議鵬主審縛する．また，事唱野合
せにおいてa原告らが1監護する舞嘗があて）tととの主張稔日後告小織にはこれちの
覚書r£－闘い，it.集体約治記憶措置ないため不知，
・・・・・拘圃．司’ー・・・唱b・・‘’....，＿.・a幽・・降幽・a・・・＊勺，－·・・・a・・・・ー－・・・・・b・・..........、．‘・・・弘同司・・・・・・・・4・......”・・・・・·－•4'•••・・・・・・

〈被告舷及び関西樽｝
専属lt21年2月11自に中量産沖地震対応打合せが腿値されたとと，開打合せの
野合せメモ｛丙89の1)の出席者の楠に『敏」及び f百標』との箇憶があるこ
とは認め，その余は不知ないし否認する．

｛補助書加入｝
東京電力の掠主総会に肉付て，原子力・立地本音E長JIIに用意された歩考資料
に， f福島地区の樟波野傭Jt::闘守る記儀があり．その中で.:I盛期解偏や貞概湾
設に測する昆検があることは.め，その余は杏寵する．

トーー一一ー回目l 一一t敏昏麗俣及び筒清本）
被告腸俣及び阿漕耳Jcl:t.原告らが主張する内容が配喰された『掠主総会本館長
墨手持ち資事事Jを受砂取っ・ておらずかっ，その説明を受げていないので．被告艶4

東京電力の馳絡会本部長手持ち責帆踊地区の津波野鋪として．巨陥及び関清水糊聞によって時抽空費する内容を酬したと主張するので

制肌畠 1さ：警謀語2宇佐弘摂紫哲号干紫詩話誘発為詔戸れほ，否酷いし争う・嶋崎3, 7間
Eことが混’属されていた伸92・12, 2 1頁｝． ト一一一一一一

E被告武黒及び阿武船
榛主総会本郎長手持ち資事専に， 『福島地区の樟依存値』に関する記般があり，
その中でa 長期静舗や史観津波にE署する記憶があるととの限度で留めるが，その
健機内容の豆諸性については否寵する．
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東京電カは，土木学会に対し．平成20<!'¥7月末の方針変更《長期静舗のi旗::cc-.カが合樟波野傷者Z会に対し，篠冶県神様糟沿い領域における地震の取扱
取扱いも含めて，簿波野領官E会に換酎するととを決めた．｝を留まえて，棒iいについて‘研究の実施期聞を平成2＿！安3.1¥123日までとして検討を聖書舵した

441盟Z1.6. II fat聞についての髄鵬措臨した．と崎削究期間肱平成24制！ことは齢‘抑制寵する. ［捕特zz～17頁，櫨輔12～15民
月248までと定められた｛丙83) • l槍噂＠B～1也実．諸種R11～18貰1

総合資源エネルギー楓査会原子カ安全・保安都会耐震・構造叡計小委員会
飽費量・樟渡．地震・地盤第32間合同WG（専門家会合｝において．開討fi'
a委員は，貞幌地震による棒設の規穫が想定されている温皐埼枠地震による

悲喜：：i~~i:i：議討議問皇室~~！i戸謀議主，.1:認識喝総：：事事長室詩型潜繋潜諒さ
舗IHZI. 6. 24 i合酬静枇大学の融報告が出ていたにもかかわらず，本綿酬の続｜れドとは脚，そ嶋崎酎る 【後棉12頁．相時20頁，捕時2

B醐針のパックチェックの中間報告で．姉憶力がとの糊の胞となっls::26死植物26～27見詰輔11～12頁1
た貞観地震について全〈触れていないの獄問題であるなEと指請した． I 
ζれを受砂て．保安践の名倉安全審宣言は． 『憶被については．東銀の地
鍵についても属まえた俊樹を当然して本報告に出して〈ると考えておりま
す.jと発曾した｛甲17・17貰，寧18) • 

制限1・昧 11官服バックチェック崎市棚〈甲29・452瓦甲92・l包める・【問自民向ト7頁1

名倉安全審査官は，捻合.語エネルギー鯛表会原子力安全・保安邸会音量 I 総合資濠エネルギー御霊E会原子力安全・保安榔金箔震・構造陵情小委員会鎗
骨髄蜘小笹野地銀・糊．糊・糊当事33回合同VfGにおいて， i鐘・械，地質・粗第33回合同WGにおいて，甲19暗殺さ枇纏脚さ

47l B2J. 7. 13 1胡械の輔恥ついての蹴捕まえた上で．東畑カに対し．『柑｜れがゆとは齢，制鰍視する．【醐答12貰．格制20貰，舗鞄1
告鴨伽ところもや云てくるはず』開べ蜘用簿跡位の聞に東観 h'..::12頁】
地震を考慮するよう示唆した｛甲1a.甲l9・14頁｝． I 

東京電力は，佐竹槍:itに基づく鼠算結果については保安院から明示的に貌l東京電カが保安誌に対レて捧波野値技術に基づ〈想定樟披の高さを説明したζ
桝求められるまで醐不裏切方針の下，融践に対し，本件発耐の棒｜と，平成21年B克28日』乙鯨漉の髄官祇位竹愉文I.：禾さ枇師モデ

“1112 
を喜雪E雪示ま芝守富5哲？証守？要r~＝町愉文に基づ〈陣結果の様羽 16頁．橋事⑦21～28頁g 裕輔11-12貰】

49 I HZI. 9. 1 た謡顎：；：.s~：諜芸品黙認す！！！：I！＇.＝総監 1~e；霊議事1試算！J;;ii~震読書諮？？
を説明した｛甲28の402即． I.'.:: 2 'ii Ji，舗糊，＂11～12笈1

7 
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52 I H22. 6 

f纏検事匹加入｝
平成23停車RS自に鴨神崎対樹n胞が騎値されたζι 鰐打合せの打
合せメモ｛再告書のま｝の幽席者績は，畿管調書偶．情罰申請丸荷量主漉...，開小
耳障＆鈎注a札湾首相躍の鷲織があるとと，商事暑の1のr主餐傷事2の線分に．敏
晴氏.の発望書として f癒舗は蕊毘璃軍需に報告書撃が儲ていく .....りの得力揖鴫
わ合引ると京畿捻遜いという績も硝て作.1 F 1～aiit::iらいかもWlない
が．全体としてよ者対応している鍵を混ぜてい〈・ 2との記織があるとと隠認め
る.jli事事の1のlJ竃司告書旗紅r路鈴t平成224芋2月6日 4日｝』との紀 が
；柔和これは『時：即時2n6aca> 1の際犯である・撒附

｛被告島俣及び問清水〉
」被告糊及び開榔抑制押印刊に醐さ枇鴨神地樹齢枇
出席したとと．丙980:>10)打合せメモに原告らが苦闘する鴎慨し．発言
晴砥家尾に指司血管で記’Eされている．｝があるととは毘める．
I なお．被告鱒俵及び岡清水は，原告ちが主張する丙92の1の打合せメモの発
百について，具体的な記患はない．

…一日目白山崎附一一・…日明日叫山町一一…........_ ........町四回目白山町…一一一…“・・・・

【被告重量鳳｝

平成22~2H6習に中越神地震対搭持合せが開催され．被告武鳳が同事T合せ
に出席したζとは否a・する．
E丙g自の11:.概要がiaaされた中越神地震対応打合せが開催されえのは平成2

J醗究諸官豊富良【量E為主咋号E初E主音福E琵忌Eがi誌2号.6
泊てい＜t,t，周りの電カが銭わつて〈ると’1t•t主望Eいという館も幽-r＜る. I 
lFl～Sはつらいかもしれないが．全体としてよ〈対応している量Eを見せI目．日．也．‘町
てい〈，」と発嘗した t丙gBの1l• I E被告武藤｝

保安磁の森山審雄官は．穆下の担当官から． 『点観の地震による津量制乱
簡単な計算でも般地高は越える量古巣になっている．紡潮堤を造るなどの対策
が必震になる』との報告を受けた膚
とれを受砂て，森山審種宮球，帯主E億食院長に対し，次の趣旨のζとを伝
えた｛甲28の1・403買．市79・143頁～｝．
・ 本件発包所3号慢の耐震バッタチヱヲタでは．貞観の地震による穂波野
舗が最大の不議定要素である．
・ 3聖書11.0:>地震については島本件発軍所に対する影嘗は大きい．
・ 本件発電所は，敷地があまり高〈な〈，もともと津波に対して注意が必
要な地点だが，貞観の地震は敷地高在大き〈越えるおそれがある．
・ 津波の野債にはかなりの時間を憂する可富島性が高〈，また，結集約に対
.が必要になる可館建も十二分にある．
・ 東京電力は．役員クラスも貞畿の地震t::よる樟波は毘識している．
・ 本件発電所の棒読パッタチェッタの野舗では，厳しい結果が予怨され
る．

保安院は，当初予定していた最終報告書吟提出期限を過ぼると耐震パック
チェッタの遅れを問恩観するようになり，.，遣に対し，.終報告書の提出
期限についての報告を求めた．
軍事達比上記慶喜警を受けて．保安眠I::対し．各電力会社の最終報告書の
狸出スケジュー）I,をまどめτ提出した．それによるとs 本件発電所の薗震
パックチェックの簸終繍告書の提出は平底22年9JI末以降とIE蔵されてい
たが，本件事故発生前I：，東京電力が耐震パックチェック撮終報告書を提出
することはなかった． ， 
東京電カの肉.資斜によると，本件事故時点における最終報告書の提出郷
夜弘平成28年1月と定められていたt申29・453東〉．

平成22年2月6自に中越沖地震対応打合せが開催され噌被告民臓が向野合せ
I::出席したことは§隠する，
関BBの1に棋聖Eが包織された中趣沖地震対応打合せが開催されたのは平成2

3年Z見自由であり，被告ltlll：玄関符合せに出席した．被告武•·が潤釘合せにお
1いて『最認は五月雨式に報告書がlliてい〈が，周りの曾カが終わっ‘て〈ると，E憶
は遅いという髭も磁て〈る.1 F 1～Sはつらいかもしれないが，全体としてよ
〈対応している姿を見せてい〈．』との発育をしたか否かについて弘被告銭藤
には開発奮をした具体的な記憶がないため不知．

t被告小船
平成22年21¥16Bに幡神地側側合せが測健され，被告小携が開制せ
に8:t席したとt:.は否隠する．
湾事30)1に警警iJSJa議された中越神純血対樫釘合せが健輔されたのは等感2

3年21軍事組であ i. 被告小磯主主’耳打合せ~t告した．被告民艇が網打合せにお
いて原告らが•j;:！置する発震をしたか密かについてほ．捜骨量，b畿•I：：は同施嘗を概い
た臭事事的1'.t2穫がないため本線．

｛狼告書官及び同商標｝
平・Jllt23年21¥16自に中路神地震対応打合せが鱒雄されたとと，同打合せの打
合せメモ〈商98の1）の出席者の祖国kf猿I及l$f西酒1ーとの毘鍍があるとと
は昆め．その余は不知ないし否隠する．

不知．

東京，底力由E，本件事政発生前に磁震バックチェックの最終報告を拠出していお
かったとと．本件発電所及び福島第二恵子力発電所の量終報告書の鍵出時期につ
いて社内的に工程検討を進め．平底22年12月時点で.ljl.Jl量23年度から平成
,27年度前後にか砂て提植する酎蘭原案を作成していたことは寵め，その余は不
知ないし否挺する．

ぺ東京電カの土木様牽グループを含めた関係郁門聞で， f福島地点津波対策
ワーキングJが開織された〈ζれ以降．全4固にわたり’軍備された．｝． ,_ 

53 I HZ2. 8 

福島地点樽波対策ワーキシ抑え将来的に推進本掃の長期野信や・JI［観事事波
に慢して捧接対策を講じる必震畿が生じる可能性が高いととを踏まえ．本件，
発府同府糊対僻袖討する目飽で霞置され非常用榔ポンプのi『制地点嗣閥策ワーキング』を開催し．蹴対療のためのエ事内容とし
締悼の検討がさ枇祇具体駄樟制策の施工畑主全〈立てられな｜て，糊ポンプの輔犠の締悼の検艇を行ったとと細め，その創立否徳す
かった． iる． 【補穆＠27～28貰．被~15～1 6頁1
同ワーキングでは，長期E野.や点観津訟を踏まえた社内の賦算で，最高水
位は.O. P. +15. 7mと野値していた｛甲29・88貰z 甲75・7
頁） . 

且
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54 ll?Z. lZ さめし恵たてご子場高と合力にい安炉．議心潟全事基銀水で量傷ポ炉陸心揚にン細至構プやはaるE危非．ま常で験f炉用怯歪デ心をる滞構ィと獄債ーとゼにをし関，ル鎗す訪莞書置波震るし穫報機た等告を押書弛超噌』え2能にる1）お高喪い，失さすての律．る棒結雄放元果司の．蹄: 茸良の車＝余1子はBW力否安隠Rの全す議事る議故．議シ【被構ーが繍ケ磐ンI平ス1成の3賦貰2，解1年続檎＝事度』＠勉2（震甲1頁に2採.1補〉る猿筆を＠車公量表2的し8安た買全，と際捕と箪価は箆＠手め訟1の，1改そ

むけ保ると安樟と肢波を予は対，定策推のし進て現本状い穫婚るが旨に長の関期情す解報る儒鋭を入明を改手を訂要し，自し書て東し貞京た漉電｛稼力甲波に7対に5関しす．る本書件E発臓電を盛所記り込お 平成23年 2月襲に爵．保し安た院こがと，は東昆京め電．力そのの樟余渡は評不却価なに関いすし杏る取隠すり組るみ．扱E況檎箪に＠つ
55 H2il. 2 いで観明するよう

• 1頁） . 12頁】

56 H23. 3. 3 い盤してて東し京．い電管振るかカ舞銭餌：・ょ催筑銭のう実’E案2をも7者軍l民忌民eヨ~.軍措~~進t砧本輔積aヨ鳴・事島遺国を舎書I見Zか表砂~.金e，しOJIIJ＇て『押同でいた2憂組だ8，きm，蝿た4毎い6＠』暗Z稜なR)：し担：と：：：？要金 ；情に東推報；進東交本京換部電会がカが設開ら電婦置Eさ気さ事れれて業た者いこるとと文文は穏館偲科科珍学学，そ省省かのと余のら構のは依で苦願長慮期にす野よる舗．り．のI繍改平成訂準内唱：容：年に9つ～ sns 自い3て8の

57 H2S. 3. 7 の東余京は電否Z力Zがす保る安．院I披に対鋪答して1甲2頁1.6植の資箪絡①を2用0買い＝て報補告穆＠を行1ョ2た買】ζとは箆め． そ

司険
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